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宇宙からのドップラーウィンドライダー測定
Doppler wind lidar measurement from space
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風の鉛直分布は、多くの大気現象で基本となる気象要素である。約 1300の気象観測所から、気圧、風、温度、湿度の
プロファイルを取得するために、ラジオゾンデを上げられている。しかし、海上の気象点は非常に少なく、観測点のほと
んどは陸域にある。可視・赤外イメージャ、あるいはマイクロ波スキャトロメータによって、特定の高度の風データを
宇宙から取得できる。しかし、数値予報分野あるいは大気物理分野等では、3次元に風を測定できる観測システムを実現
することが望まれている。本発表では、日本の衛星搭載ドップラーライダーについて報告し、さらに、衛星搭載ドップ
ラーライダーを実現するに向けた活動についていて紹介する。
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